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第
４２
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究

大
会
八
戸
大
会
が
９
月
１１
日
、

１２
日
の
両
日
、
八
戸
市
で
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
総
勢
１

１
９
名
が
参
加
し
た
。
第
1
日

目
の
第
1
分
科
会
「
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
組
織
運
営
」
に

は
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
前
会

長
の
松
尾
正
弘
氏
、
第
6
分
科

会
「
食
を
通
し
て
心
身
と
も
に

健
康
な
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
」
に
は
盛
岡
・
緑
が
丘

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
上
野
理
恵
子

氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
研
究

推
進
の
一
翼
を
担
っ
た
。
2
日

目
の
全
体
会
で
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
主
催
者
挨
拶
、
来
賓

祝
辞
に
続
き
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
本
県
の
6
団
体
6
個
人
が

表
彰
さ
れ
た
。
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
桑
田
真
澄
氏

に
よ
る
「
夢
を
あ

き
ら
め
な
い
」
と

題
す
る
記
念
講
演

が
あ
っ
た
。ま
た
、

全
体
会
開
会
に
先

立
ち
、
現
在
、
心

臓
病
治
療
の
た
め

埼
玉
県
に
在
住
し

て
い
る
矢
巾
町
出

身
小
学
３
年
生
、

竹
内
義
貴
君
の
移

植
手
術
費
用
の
募

金
活
動
が
本
県
か

ら
の
参
加
者
全
員

に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
２3
年
度
開
催

地
は
秋
田
県
の
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

東
北
大
会
レ
ポ
ー
ト

第
５
分
科
会

「
家
庭
と
中
学
校
教
育
」

　
　
　
　
　

安
倍　

亙

　
　
　
　
　
（
若
柳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

海
が
育
ん
だ
街
、
八
戸
市
で

開
催
さ
れ
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
大
会
第
５
分
科
会
に
参
加
。

基
調
講
演
は
「
心
を
磨
い
て
人

間
力
」
―
依
頼
心
を
絶
つ
―
と

題
し
、
八
戸
市
立
東
中
学
校
校

長
の
小
野
寺
實
氏
が
行
い
ま
し

た
。
東
中
の
「
返
事
・
挨
拶
・

後
始
末
」「
姿
勢
・
準
備
」
を

生
徒
達
に
実
行
さ
せ
、
先
生
方

も
実
践
し
、
全
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
実
践
は
す
ば
ら
し
い
で

す
。
ま
た
、「
力
の
あ
る
い
い

人
間
」
に
な
る
五
つ
の
鉄
則
と

し
て
掲
げ
た
①
自
分
で
起
き
る

②
挨
拶
と
返
事
を
す
る
③
履
物

を
そ
ろ
え
大
事
に
す
る
④
継
続

し
て
人
の
た
め
に
何
か
尽
く
す

⑤
歩
い
て
登
下
校
す
る
、
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
心
を
磨
く

実
践
と
し
て
「
ト
イ
レ
掃
除
に

学
ぶ
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、

一
個
の
便
器
を
素
手
で
三
時
間

か
け
て
洗
い
、
感
想
を
述
べ
あ

う
と
い
う
こ
と
。
一
年
目
は
２２

人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
増

え
四
年
目
に
は
１
６
７
人
に
な

り
、
便
器
が
足
り
な
い
と
の
こ

と
、
本
物
の
体
験
活
動
を
さ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

た
分
科
会
で
し
た
。

第
５
分
科
会

「
家
庭
の
教
育
力
向
上
と
中
学
校
教
育
」

　
　
　
　
　

千
葉　

弘
之

　
　
　
　
　
（
藤
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

第
５
分
科
会
で
は
福
島
県
、

仙
台
市
、
青
森
県
か
ら
発
表
が

あ
っ
た
。

　

福
島
県
津
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
北

澤
会
長
は
、
子
ど
も
達
の
将
来

の
た
く
ま
し
い
自
立
に
向
け
た

生
活
向
上
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
「
家
庭
と
学
校
の
緊
密
な
連

携
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
生
活
の

指
導
に
あ
た
る
」
と
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

目
標
に
基
づ
い
て
の
活
動
を
発

表
、
む
つ
市
大
平
中
父
母
と
教

師
の
会
柴
田
会
長
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
と
は
保
護
者
、
先
生
、
学

校
の
糊
し
ろ
の
役
目
、
現
実
的

に
は
学
校
、
先
生
が
望
む
環
境

に
親
サ
イ
ド
と
し
て
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
仙
台
市
Ｐ
連
の
庄
子

副
会
長
は
「
社
会
や
大
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
、
生
徒
が
自
律

の
大
切
さ
を
学
ぶ
」
と
地
域
連

携
の
大
切
さ
と
そ
の
成
果
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
子
ど
も
達
の
今

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
将
来
を
見

通
し
て
親
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
、
家
庭
と
学
校
、
地
域
の

共
同
歩
調
が
肝
要
と
い
う
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
原
点
に
触
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

海
と
大
地
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

〜
子
ど
も
と
と
も
に
育
む
夢
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

【
団
体
表
彰
】
軽
米
町
立
小
軽

米
小
Ｐ
Ｔ
Ａ（
上
村
秋
男
会
長
）

盛
岡
市
立
仙
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
北

條
浩
之
会
長
）
雫
石
町
立
大
村

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
高
橋
直
美
会
長
）

北
上
市
立
黒
沢
尻
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
千
田
貴
幸
会
長
）
大
船
渡
市

立
崎
浜
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
見
世
滋
樹

会
長
）
釜
石
市
立
釜
石
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
川
崎
俊
之
会
長
）

【
個
人
表
彰
】
松
尾
正
弘　

盛

岡
／
上
田
中　

平
成
２１
年
度

（
1
年
）
理
事
／
会
長　

田
村

善
博　

久
慈
／
久
慈
中　

平
成

１９
年
度
監
事
、
２０
、
２１
年
度
・

理
事
／
副
会
長　

八
戸
保
彦　

岩
手
／
沼
宮
内
中　

平
成
２１
年

度
（
1
年
）
理
事
／
副
会
長　

佐
藤
良
二　

胆
江
／
金
ケ
崎
中　

平
成
２１
年
度
（
1
年
）
理
事
／

副
会
長　

神
﨑
浩
之　

一
関
／

山
目
中　

平
成
１８
年
度
理
事
、

１９
、
２０
、
２１
年
度
理
事
／
副
会

長　

澤
口
修　

上
閉
伊
／
釜
石

東
中　

平
成
２１
年
度
（
1
年
）

理
事
／
副
会
長

【
感
謝
状
受
賞
】

松
尾
正
弘　

岩
手
県
P
T
A
連

合
会
前
会
長

平
成
２２
年
東
北
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

感
謝
状
・
表
彰
状
受
賞
者

（
敬
称
略
）

　

第
５８
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研

究
大
会
ち
ば
大
会
が
８
月
２７

日
、
２８
日
の
両
日
、
千
葉
市
幕

張
メ
ッ
セ
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
８
、
０
０
０
名

余
、
本
県
か
ら
は
２１
名
が
参
加

し
た
。
第
1
日
目
は
１０
会
場
に

分
か
れ
て
の
分
科
会
、
2
日
目

は
全
体
会
が
行
わ
れ
、
テ
ニ
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
松
岡
修
造
氏
が

「
叱
っ
て・ほ
め
て・抱
き
し
め
ろ
」

と
題
す
る
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

⃝
 ⃝

 ⃝
 ⃝

 ⃝
 ⃝

全
国
大
会

　レ
ポ
ー
ト

「
広
報
・
Ｐ‌

Ｒ
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

上
野　

克
浩

　
　
　
　
　
（
紫
波
二
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

第
４
分
科
会
は
幕
張
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
感
動
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
い
き
な
り

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
に
惹
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
講
演
者
の
千
徳

さ
ん
は
、
こ
の
基
調
講
演
も
広

報
活
動
と
し
て
捉
え
何
度
も
同

じ
テ
ー
マ
を
口
に
し
ま
し
た
。

そ
の
テ
ー
マ
と
は
「
ハ
ピ
ネ
ス

の
提
供
」。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
来

場
者
の
方
々
や
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
を
見
て
く
れ

る
方
そ
し
て
従
業
員
や
関
係
者

に
も
全
て
に
「
ハ
ピ
ネ
ス
を
提

供
す
る
」
と
。「
ハ
ピ
ネ
ス
を

提
供
」
す
る
よ
う
な
従
業
員
の

行
動
や
笑
顔
に
は
即
座
に
褒
め

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
そ

の
褒
め
ら
れ
た
行
動
を
記
録
し

た
方
々
を
お
招
き
し
て
パ
ー

テ
ィ
を
開
く
そ
う
で
す
。
そ
れ

が
お
客
様
の
満
足
に
繋
が
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
広
報
と
限
ら

ず
学
校
生
活
や
仕
事
に
も
生
か

せ
る
と
思
い
ま
し
た
。
雰
囲
気

も
最
高
で
本
当
に
楽
し
ま
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

⃝
 ⃝

 ⃝
 ⃝

 ⃝
 ⃝

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
楽
し
く
、
で
す
ね

　
　
　
　
　

平
松　

福
壽

　
　
　
　
　
（
甲
子
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

第
５
分
科
会
は
、「
地
域
連

携
」
を
テ
ー
マ
に
“
子
供
た
ち

が
地
域
で
伸
び
伸
び
育
つ
た
め

に
大
人
は
何
を
？
”
と
い
う
観

点
で
基
調
講
演
と
事
例
研
究
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
黒
木

先
生
は
警
察
Ｏ 

Ｂ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
、
青
少
年
犯
罪
は
身

近
な
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
こ

と
、「
服
装
の
乱
れ
は
非
行
の

始
ま
り
」
は
真
理
で
あ
る
な
ど

を
経
験
を
踏
ま
え
て
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
事
例
研
究
で
は

住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
の
代

表
者
が
発
表
、
小
学
校
の
副
校

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内
容

で
、
中
学
校
の
校
庭
キ
ャ
ン
プ

や
公
民
館
の
ハ
ッ
ピ
ー
サ
タ

デ
ー
事
業
な
ど
、
子
供
が
心
か

ら
喜
ん
で
い
る
様
子
を
見
聞
き

し
、
こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
る
ほ

ど
で
し
た
。
大
会
を
通
し
て
、

誰
か
が
何
か
を
犠
牲
に
し
て
成

り
立
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

現
実
を
痛
感
し
つ
つ
も
、
ど
う

せ
や
る
な
ら
楽
し
く
や
ろ
う
！

と
い
う
明
る
い
割
り
切
り
が
大

事
だ
な
あ
と
、
改
め
て
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。
県
内
の
会
員
の

皆
さ
ん
、お
互
い
大
変
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

「
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

在
り
方
検
討
委
員
会
」始
動

　

公
益
法
人
制
度
改
革
、
共
済

法
案
の
成
立
を
受
け
て
、
岩
手

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
在
り
方
検

討
委
員
会
が
本
格
始
動
を
始
め

た
。
6
月
１８
日
（
金
）
の
第
1

回
会
合
で
は
、
改
革
の
概
要
と

法
人
移
行
申
請
か
ら
認
可
ま
で

の
要
点
に
つ
い
て
工
藤
重
信

氏
（
岩
手
県
高
Ｐ
連
会
長
・
税

理
士
）
を
講
師
に
共
通
理
解
を

深
め
、
今
後
の
見
通
し
を
協
議

し
た
。
第
2
回
以
降
は
共
済
法

案
を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
令

の
内
容
を
踏
ま
え
新
た
な
定
款

案
の
検
討
と
理
事
会
、
総
会
の

承
認
を
経
て
移
行
申
請
、
認
可

に
至
る
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
の
具
体
的
な
対
応
検
討
を
行

い
、
平
成
２５
年
１２
月
を
期
限
と

す
る
手
続
き
、
定
款
や
関
連
諸

規
程
の
作
業
見
通
し
を
協
議
、

諮
問
案
を
策
定
予
定
で
あ
る
。

検
討
委
員
長　

松
尾
正
弘
（
岩

手
県
Ｐ
連
顧
問
・
前
会
長
）

委
員　

小
野
寺
明
美
（
岩
手
県

Ｐ
連
顧
問
・
元
会
長
）
米
澤
慎

悦
（
岩
手
県
Ｐ
連
会
長
）　

阿

部
誠
（
岩
手
県
Ｐ
連
副
会
長
）

金
谷
茂（
同
左
）上
野
克
浩（
同

左
）
安
倍
亙
（
同
左
）
千
葉
弘

之
（
同
左
）
平
松
福
壽
（
同
左
）

（
敬
称
略
）

資
料Ｐ

Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育

団
体
共
済
法
の
概
要 

趣 

旨 

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
等
に

資
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少

年
教
育
団
体
が
、そ
の
主
催
す

る
活
動
等
に
お
け
る
青
少
年
等

の
災
害
に
つ
い
て
、
共
済
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。

概 

要 

―
―
―
―
―
―
―
―
―

1 

．
共
済
事
業
の
実
施
に
関
す
る
規

定
の
整
備

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育
団
体
（
以

下
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
」
と
い
う
。）
が
共

済
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
規
定
。

○
共
済
団
体
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
あ
っ

て
、
一
般
社
団
・
財
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
で
あ
る
も
の
の
う

ち
、
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
た
も
の

○
認
可
審
査
基
準
：
監
事
の
設
置
、

共
済
規
程
の
内
容
、財
産
的
基
礎（
準

備
金
）
等

○
共
済
事
業
の
種
類
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が

主
催
す
る
活
動
に
お
け
る
児
童
生
徒

等（
幼
児
・
児
童
・
生
徒
・
学
生（
高

等
専
門
学
校
））
及
び
保
護
者
等
の

災
害
に
係
る
も
の　

等

○
共
済
掛
金
及
び
共
済
金
の
額
：
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
額
を
超
え
な

い
額

○
共
済
期
間
：
一
年
を
超
え
な
い
期
間

○
そ
の
他
：
区
分
経
理
の
実
施
、
資

産
の
運
用
方
法
の
制
限
、
準
備
金
の

積
立
て
、
業
務
報
告
書
の
提
出
等

2 

．
共
済
団
体
の
監
督
に
関
す
る
規

定
の
整
備

　

共
済
団
体
が
事
業
を
実
施
す
る
際

の
行
政
庁
の
監
督
に
関
し
、
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
規
定
。

○
行
政
庁
に
よ
る
命
令
等
：
行
政
庁

が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
共
済
団

体
の
業
務
又
は
財
産
の
状
況
に
関
す

る
報
告
、共
済
団
体
へ
の
立
入
検
査
、

共
済
規
程
の
変
更
そ
の
他
監
督
上
必

要
な
命
令
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
認
可
の
取
消
し
：
行
政
庁
は
、
共

済
団
体
の
財
産
の
状
況
が
著
し
く
悪

化
し
、
共
済
事
業
の
継
続
が
共
済
契

約
者
等
の
保
護
の
見
地
か
ら
適
当
で

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
そ
の
他

○
行
政
庁
：
都
道
府
県
教
育
委
員
会

（
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
で
共
済

事
業
を
実
施
）
文
部
科
学
大
臣
（
複

数
の
都
道
府
県
の
区
域
で
共
済
事
業

を
実
施
）

○
罰
則
：
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、

所
要
の
罰
金
に
処
す
る
。

施
行
期
日 

―
―
―
―
―
―
―

公
布
の
日
（
平
成
２２
年
6
月
2
日
）

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

資
料
：
平
成
２２
年
１０
月
２6
日　

Ｐ
Ｔ

Ａ
青
少
年
教
育
団
体
共
災
法
説
明
会

資
料
（
文
部
科
学
省
）

房
の
国 

集
い
語
れ
ば 

実
り
あ
り
！


